
○京都府総合防災訓練への参画 
訓練の計画段階から参画し、体育館での避難所運営にお
いて、高齢者や障害者等、配慮が必要な方への対応につ
いてロールプレイを実施 
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・アセスメントの実施 

・車いす利用者の 
 誘導 

・耳が不自由な方へ  
 の説明 

・保健師との 
 合同健康調査 



○地域の防災訓練への参画 

地域で開催された防災訓練にて地域住民の協力（要配慮者役）
のもと、アセスメント訓練を実施（避難生活の安心感） 
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○地域の防災訓練への参画（近隣府県との連携） 

兵庫県丹波地域合同防災訓練に参加し、丹波市（兵庫
県）の要請により京都DWAT中丹西チームが丹波市内の

避難所に派遣され、要配慮者のアセスメントを実施し、福
祉避難所へ移送 
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○研修会での講師や地域の行事等への参加 

サポートリーダー養成研修講師 自主防災組織訓練への参加 

社会福祉法人会合での広報 
児童館（放課後児童クラブ）との連携 

Kyoto Disaster Welfare Assistance Team 



○研修会での講師や地域の行事等への参加 

華頂女子高校でのワークショップ   イベントへの参画依頼、講師 

 京都市消防団フェスタへの参画 京都市総合防災訓練へブース設置 



「京（みやこ）防災フェスタ２０１７」で京都DWATブースを設置し、
DWATの啓発を実施。啓発だけでなく多くの参加者から意見を聞く
ことができた。 

DWATの説明 ダンボールベッドの体験 

○防災フェスタでの啓発 

• これから高齢者が増えるので福祉的支援は必要 
• 福祉施設の職員が避難所に来てくれるのは安心 
• 福祉避難所が機能しない中、一般避難所の充実は重要 
• 早く全国的に広めて欲しい（広域・相互支援できるよう） 

参加者の声 
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○施設と地域が連携した取組 
ＤＷＡＴチーム員施設での防災の取組に自主防災組織、
消防団、近隣住民、女性会等が参加し、ＤＷＡＴの紹介を
行うとともに地域と施設が連携して地域の防災力を高める
取組を実施 
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○メディアを活用した広報 

テレビへの出演 
（デイリーニュース京都(J:comチャンネル京都)より） 

ラジオへの出演 
（ネットワーク1・17(MBSラジオ)より) 

京都ＤＷＡＴパンフレット作成 
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○メディアを活用した広報（新聞） 
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【2017年2月5日洛南タイムス】 

【2017年6月5日京都新聞】 

【2017年9月4日京都新聞】 



○メディアを活用した広報（新聞） 

【2018年7月23日山陽新聞】 

【2018年6月20日読売新聞】 




